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【主担当部局：教育委員会】 

県民の皆さんとめざす姿（令和５年度末での到達目標） 

子どもたちが、知識・技能、思考力・判断力・表現力等の「確かな学力」、命を大切にする心や他者

への思いやりなどの「豊かな心」、心身の健康や体力などの「健やかな身体」を育み、自分のよさを認

識し、失敗を恐れず夢と志を持って可能性に挑戦していくために必要な力を身につけています。   

 

主指標     

目標項目 
令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 
状況 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

自分には、よい
ところがある
と思う子ども
たちの割合 

 

小学生 
 81.6% 
中学生 
 76.3% 

 

小学生 
 83.1% 
中学生 
 77.7% 

 

小学生 
 86.1% 
中学生 
 80.5% 

小学生 
80.1% 
中学生 
74.9% 

    

目標項目の説明と令和３年度目標値の考え方 

目標項目 
の説明 

「自分には、よいところがあると思う」という質問に対して、肯定的な回答をした公立小中
学生の割合（文部科学省「全国学力・学習状況調査」） 

３年度目標値 
の考え方 

小中学校においては、成果をあげている他県の状況をふまえて、令和５年度に現状値からお
おむね５ポイント高めることを目標として、段階的に設定しました。 

 

 

副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

「全国学力・学

習状況調査」に

おける本県の子

どもたちの学力

の伸び 

 

小学生  
101 

中学生  
99 

 

小学生  
102 

中学生  
100 

       

小学生  
104 

中学生  
102 

小学生 
100.2 
中学生  

98.3 

          

道徳科の授業で

家庭や地域と連

携した取組を行

っている小中学

校の割合 

 

小学校  
100% 

中学校  
100% 

 

小学校  
100% 

中学校  
100% 

       

小学校  
100% 

中学校  
100% 

小学校 
96.6% 
中学校 
94.0% 

          

 

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 

子どもの未来の礎となる「確かな学力・豊かな心・健やかな身体」

の育成 



副指標   

目標項目 

令和元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 

 
現状値 

目標値 
実績値 

目標達成 

状況 
目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

目標値 
実績値 

体力テストの総

合評価が「Ａ」・

「Ｂ」・「Ｃ」の

子どもたちの割

合 

 76.3% 

 

77.5%        80.0% 

75.1%           

授業時間以外に

読書をする子ど

もたちの割合 

 

小学生  
64.3% 
中学生  
46.7% 

 

小学生  
64.7% 
中学生  
47.9% 

       

小学生  
65.7% 
中学生  
50.4% 

小学生 
63.9% 
中学生 
45.5% 

          

 

現状と課題 

①新型コロナウイルス感染症に伴う臨時休業により、各学校では夏季休業の短縮など年間指導計画を

見直し、工夫して教育活動を行っています。「全国学力・学習状況調査」が中止になる中で、学習内

容の理解の状況と課題を把握できるよう、「みえスタディ・チェック」を実施するとともに、定着状

況を確認できるワークシートを小中学校に提供しています。こうした学校を支援するため、市町教

育委員会と連携して小中学校を訪問し指導方法を助言したり、学習指導員等を配置したりしていま

す。今後も、通常の年とは異なる状況においても、着実に学習内容の理解が進むよう、学校や子ど

もたちの状況に応じた支援に取り組む必要があります。 

②算数・数学では習熟度別指導を中心に、国語ではティーム・ティーチングを中心として、きめ細か

な少人数指導を行っています。今後、学習端末が整備される環境を生かして、個々のつまずきや各

学年の積み上げが重要な単元（割合、図形）などを効果的に学習できる仕組みを構築し、一人ひと

りの子どもたちに応じたきめ細かな指導を進める必要があります。 

③小学校１、２年生の 30人学級（下限 25人）、中学校１年生の 35人学級（下限 25人）を継続し、小

学校２年生の 36人以上の学級を解消しています。これまで、基本的生活習慣の定着と学力の向上を

図るため、県独自で少人数学級を実施してきましたが、新型コロナウイルス感染症の影響がある中

で、安全で安心に学べる環境を確保することが必要とされる状況となっています。 

④小中学校ともに教科化された道徳科について、子どもたちが、答えが一つではない課題に向き合い、

物事を多面的・多角的にとらえ、主体的に考えを深められるよう、「考え、議論する道徳」の指導

方法や評価について、道徳教育アドバイザーの派遣や指導主事の訪問を通して、小中学校の教員に

きめ細かな指導・助言を行っています。今後、道徳教育が発達段階に応じて適切に推進されるよう

取り組む必要があります。 

⑤心の健康や性に関する指導について、学校に専門家を派遣し、児童生徒への講話や教職員への指

導・助言、事例検討を行うとともに、歯と口の健康づくり、がん教育、薬物乱用防止教育等に係る

教職員の研修会を実施しています。12歳児の一人平均むし歯の本数が、全国平均と比べて高い状況

が続いていることから、関係機関と連携して学校における正しい歯みがき指導やフッ化物洗口の取

組を進め、歯と口の健康づくりに取り組む必要があります。 

 



⑥学校全体で組織的に食育が推進されるよう、校内推進委員会等の設置を働きかけるとともに、子ど

もたちが参加する「みえの地物が一番！朝食メニューコンクール」を実施しました。引き続き、す

べての子どもたちが朝食摂取の大切さを理解し、望ましい食習慣を身につけられるよう取り組んで

いく必要があります。また、安全で安心な学校給食を提供するため、給食施設の実地調査等を行い、

「学校給食衛生管理基準」等をより一層徹底する必要があります。 

⑦学校での新型コロナウイルスに係る感染防止対策を徹底するため、文部科学省の衛生管理マニュア

ルに加え、県教育委員会でもガイドラインを策定し、家庭の協力を得て対策を進めるとともに、消

毒等を行う教員の負担を軽減するため、スクール・サポート・スタッフを配置しています。県立学

校では、通学時の「三つの密」を避けるため、通学バスを増便するとともに、特別教室等への空調

設備の設置、トイレの洋式化、手洗いの自動水洗化など衛生環境を改善します。今後も感染防止対

策を徹底し、学びを継続する必要があります。 

⑧新型コロナウイルス感染症に伴う臨時休業が長期にわたり、子どもたちの体力低下が懸念されます。

「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」が中止されたことから、県独自で 50ｍ走を中心とした体

力調査を行っており、その結果をふまえ、各学校における体力向上の取組の改善に繋げていく必要

があります。 

➈部活動での専門的な指導と教員の負担軽減のため、運動部活動サポーターの派遣や部活動指導員の

配置を行うとともに、適切な部活動運営の推進に向けて、「県部活動ガイドライン」の一層の徹底

と指導力向上のための研修会を開催しています。さらに、部活動を持続可能なものとしていくため、

部活動のあり方検討委員会を設置し検討するとともに、「県部活動ガイドライン」へ記載する感染

症対策に必要な内容についても、本委員会において協議します。新型コロナウイルス感染症の影響

により中止となった三重県高等学校総合体育大会や全国高等学校野球選手権三重県大会の代替大

会を開催しました。今後も、新型コロナウイルス感染症対策を徹底して、大会運営を行う必要があ

ります。 

⑩新型コロナウイルス感染症の影響により、全国高等学校総合文化祭および近畿高等学校総合文化祭

はオンライン開催となりました。芸術文化活動の機会を確保するため、みえ高文祭は新型コロナウ

イルス感染症対策を徹底したうえで、高等学校文化連盟と連携して開催し、文化部生徒の技術力、

創造力を高めます。 

⑪３月に策定した「第四次三重県子ども読書活動推進計画」に基づき、家庭、地域、学校等が連携し

て、幼少期からの発達段階に応じた読書活動が推進されるよう、家庭で家族とふれあいながら読書

をする取組や、同世代の子ども同士で本を紹介し合う取組などを行っています。引き続き、子ども

たちが本を身近なものと感じ、読書を楽しめるよう取り組む必要があります。 

 

令和３年度の取組方向 

①基礎的・基本的な知識・技能の定着や文章を正確に理解して論理的に考える力を育成するため、学

習指導要領に基づき、課題の解決に向けて、自ら考え取り組んだり、話し合う活動を通じて自分の

考えを広げ、深めたりするなどの授業を実践するための取組を支援するとともに、「全国学力・学

習状況調査」や、「みえスタディ・チェック」を活用した学校全体での計画的な取組を支援します。 

②「みえスタディ・チェック」をＣＢＴ（Computer Based Testing）化して実施し、解答後すぐに分

からなかった問題に対応したワークシートで学べるようにするなど、つまずきをタイムラグなく学

習できる仕組みを構築します。学習端末を活用して、習熟度別指導等のより効果的な指導方法を実

践・検証するモデル校を指定します。 

 



③新型コロナウイルス感染症の影響がある中でも、子どもたちが安全で安心して学べるよう、国に対

してしっかりと学級編制標準の計画的な引き下げについて要望するとともに、これまでの取組と今

後の国の動向もふまえ、本県としても今後の少人数学級についてどのように対応していくか検討を

進めます。 

④子どもたちが、公共心、規範意識、自尊感情を高め、命を大切にする心やよりよく生きようとする

意欲と実践力を身につけられるよう、道徳教育推進教師を中心とした推進体制の充実に取り組むと

ともに、指導方法や評価方法などについて道徳教育アドバイザーによる指導・助言や研修会を実施

します。 

⑤子どもたちの基本的な生活習慣の確立や、多様化する健康課題の解決に向けて、関係機関等と連携

を図りながら、歯と口の健康づくりやメンタルヘルス、性に関する教育、がん教育、薬物乱用防止

教育等の健康教育の取組を推進します。 

⑥学校における食育のより一層の推進を図るため、「朝食メニューコンクール」等の取組を工夫する

ことにより、正しい食生活について啓発します。また、食中毒の発生や異物混入、食物アレルギー

による事故を防止するため、「異物混入防止等対応方針」をさらに周知・徹底するとともに、「学校

給食における異物混入・ヒヤリハット事例集」の活用を進めます。 

⑦新型コロナウイルスに係る感染防止対策を徹底するための保健衛生用品の整備や必要な人材を配

置するとともに、県立学校では通学時の「三つの密」を避けるための取組を進めます。 

⑧子どもたちが授業を通して運動の楽しさや喜びを味わい、発達段階に応じた体力や技能を養うとと

もに、日常的な運動習慣を身につけられるよう、授業の工夫・改善や、各学校の状況に応じた１学

校１運動の取組を推進します。さらに、オリンピック・パラリンピック、三重とこわか国体・三重

とこわか大会といった大規模大会に、子どもたちがさまざまな立場から参加することを通じて、競

技力やスポーツへの関心、障がい者スポーツを通した共生社会への理解が深まるよう取り組みます。 

➈運動部活動指導者スキルアップ研修会を開催し、「県部活動ガイドライン」を周知するとともに、

指導者の指導力向上を図ります。運動部活動サポーターの派遣や部活動指導員の配置により、専門

的な指導の充実と教職員の負担軽減を図ります。さらに、国の動きや部活動のあり方検討委員会で

の検討をふまえ、持続可能な部活動としていく取組を進めます。文化部について、中学校において

は専門的な指導や引率を行う部活動指導員を配置するとともに、高校においては主に実技指導を行

う外部指導者を配置します。 

⑩生徒の豊かな感性や情操等を育むため、みえ高文祭を開催するとともに、全国高等学校総合文化祭

や近畿高等学校総合文化祭への生徒の派遣や作品の出展等を支援し、生徒の発表や交流を進めるこ

とで、文化芸術活動を推進します。 

⑪子どもたちが本を身近なものと感じ、読書を楽しむことができるよう、図書館、市町教育委員会等

と連携を深めながら、発達段階に応じた読書活動の推進に向け、「家読（うちどく）」の一層の普及

啓発を図るとともに、同世代の子ども同士で本を紹介し合う読書経験の共有や、さまざまな図書に

ふれる機会の拡充を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 



主な事業 

①みえの学力向上県民運動推進事業【基本事業名：22101 学力の育成】 

予算額：(R2) ２３４千円 → (R3) ７２７千円 

事業概要：子どもたちの学力向上に向け、学校・家庭・地域が一体となった取組を推進するため、

みえの学力向上県民運動推進会議を開催し、今後の取組について協議します。推進会議

の委員や有識者による家庭学習や読書習慣等に係る講演について、保護者や地域の方に

向けてオンデマンドで配信します。現在、実施している「生活習慣・読書習慣チェック

シート」を、子どもたちの１人１台端末を活用して提供できるよう取り組みます。 

 

②学力向上推進事業【基本事業名：22101 学力の育成】 

予算額：(R2) ３１，３７７千円 → (R3) ２４，９８９千円 

事業概要：令和３年度第１回「みえスタディ・チェック」を実施するとともに、第２回（令和４年

１月）に向けて「みえスタディ・チェック」やワークシートの問題について、ＣＢＴ

（Computer Based Testing）化への対応を進めます。また、モデル校を指定し、学力向

上アドバイザーの指導・助言を得ながら、学習端末を活用して、子ども一人ひとりに応

じた効果的な指導方法の研究に取り組みます。 

 

③（新）ＩＣＴを活用した子ども一人ひとりの学びのつまずき克服事業 

【基本事業名：22101 学力の育成】 

予算額：(R2) － 千円 → (R3) １１，７０６千円 

事業概要：「みえスタディ・チェック」をＣＢＴ（Computer Based Testing）化し、解答後タイム

ラグなく、分からなかった問題に対応したワークシートで学び直しができるシステムを

構築し、令和３年度第２回（令和４年１月）の「みえスタディ・チェック」から実施し

ます。あわせて、子ども一人ひとりの理解の状況や学習ニーズに応じた学習が進められ

るよう、国語、算数・数学のワークシートを単元別に提供できるシステムとします。 

 

④（一部新）小中学校指導運営費【基本事業名：22101 学力の育成】 

予算額：(R2)  ３，６０２千円 → (R3)  １６７，９８５千円 

 事業概要：本庁と教育支援事務所が連携し、市町教育委員会および小中学校を訪問して、新しい学

習指導要領に基づく授業実践や、学校の実情に即した学力向上の取組を支援します。一

人ひとりに応じて放課後等に補充的な学習を行う学習指導員を配置します。また、令和

２年度に整備予定の学習端末を活用した授業が効果的に実施できるよう、セキュリティ

やコンテンツに関するアドバイザー等を学校や市町に派遣し支援します。 

 

⑤（新）高校生安心安全通学支援事業【基本事業名：22101 学力の育成】 

予算額： (R2)  ―  千円 → (R3)  １７３，１２３千円 

事業概要：県立高校の生徒の登下校時における「三つの密」を避け、安全で安心に通学できるよう、

通学時における路線バス等の公共交通機関の乗車率が高く、さらに代替の交通手段がな

い学校において、登校時間の調整等では混雑を回避できない公共交通機関の路線に、ス

クールバスの増便等を行います。  

 

 

 

 



⑥道徳教育総合支援事業【基本事業名：22102 道徳教育の推進】 

予算額：(R2) ９，５９８千円 → (R3) ４，５５４千円 

事業概要：道徳教育の充実を図るため、学校等へ道徳教育アドバイザーを派遣し、「考え、議論す

る道徳」の効果的な指導方法等に係る具体的な指導・助言を行うとともに、三重県道徳

教育推進会議や公開授業をとおして、その成果を普及します。 

 

⑦学校保健総合支援事業【基本事業名：22103 体力の向上と健康教育の推進】 

   予算額：（R2） １，９３４千円 → （R3） ６４５千円 

   事業概要：子どもたちが健康に関する正しい知識を身につけ、理解を深めることができるよう、専

門医等を学校に派遣するなど、学校における健康教育の充実を図ります。 

 

⑧がんの教育総合推進事業【基本事業名：22103 体力の向上と健康教育の推進】 

  予算額：(R2)  ４２１千円 → (R3)  ４３３千円 

    事業概要：教職員が、がんに関する教育の意義を理解し、指導内容・方法等についての専門的な知

識を習得できるよう、研修会等をとおして資質向上を図ります。 

 

➈学校給食・食育推進事業【基本事業名：22103 体力の向上と健康教育の推進】 

予算額：(R2) １，７７３千円 → (R3)  １７４千円 

事業概要：朝食メニューコンクールの実施等を通じて食育を推進するとともに、学校給食の衛生管

理等の徹底を図ります。 

 

⑩みえ子どもの元気アップ体力向上推進事業【基本事業名：22103 体力の向上と健康教育の推進】 

予算額：(R2)  ５，９２８千円 → (R3) ６，０４４千円 

事業概要：子どもの発達段階に応じた運動習慣や生活習慣等の改善を図るため、教員対象の研修会

を開催します。オリンピアン・パラリンピアンによる講演や体験学習、大会の応援など

を行うことで、子どもたちの大会への興味・関心をさらに高めます。 

 

⑪みえ子どもの元気アップ部活動充実事業【基本事業名：22103 体力の向上と健康教育の推進】 

予算額：（R2） ２６，９５３千円 → （R3） ５８，０４６千円 

事業概要：部活動の指導体制を充実するとともに、教員の負担軽減を図るため、中学校・高校に、

顧問として単独で専門的な指導や引率を行える部活動指導員を増員します。また、高校

の運動部で技術指導を行う外部指導者（サポーター）を増員します。さらに、休日の部

活動を地域で実施する場合の地域の人材や受け皿などの課題への対応について、モデル

地域を指定して研究します。 

  

⑫運動部活動支援事業【基本事業名：22103 体力の向上と健康教育の推進】 

予算額：（R2） １５３，８０８千円 → （R3） ９３，２１５千円 

事業概要：中学校、高校の県体育大会や東海大会の開催経費の負担および全国大会等の参加に係る

旅費等の経費を負担します。 

 

 

 

 



⑬子どもと本をつなぐ環境整備促進事業 

【基本事業名：22104 読書活動・文化芸術活動の推進】 

予算額：（R2） ７５８千円 → （R3） ７１８千円 

事業概要：子どもの読書習慣の形成に向けて、家庭、地域、学校等で読書活動が進められるよう、

読書活動関係者の研修・交流会、家読（うちどく）やビブリオバトルの普及啓発、読書

活動実践フォーラム等を行います。 

 

⑭高校芸術文化祭費【基本事業名：22104 読書活動・文化芸術活動の推進】 

予算額：(R2)  ４，１６２千円 → (R3)  ３，８６７千円 

事業概要：音楽、美術、演劇など高校生の芸術文化の技術と創造力を磨き、芸術文化活動の活性化

を図るとともに、生徒相互の交流を深め、豊かな人間性を育成するため、みえ高文祭の

開催や全国および近畿高等学校総合文化祭等への生徒派遣を支援します。 

 

 


